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S No 3P 2P FT Foul S No 3P 2P FT Foul

◎ 4 1 4 2 ◎ 4 3 3 2

○ 5 2 4 ◎ 5 2 1 2

◎ 6 2 1 ◎ 6 3 1 2

◎ 7 1 5 3 1 ◎ 7 4 4 4

◎ 8 2 1 3 ○ 8 2

○ 9 3 1 ◎ 9 3

○ 10 1 2 ○ 10 2 1

○ 11 1 11

○ 12 1 ○ 12

◎ 13 1 ○ 13

○ 14 1 3 1 ○ 14

○ 15 1 ○ 15 1

○ 16 6 1 1 ○ 16 2 1

○ 17 4 ○ 17 1

○ 18 1 ○ 18 1

合計 4 36 8 合計 6 18 5

◎：スターター　／　○：出場 ／3P：3点シュート成功本数　／　2P：2点シュート成功本数　／　FT：フリースロー成功本数　
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佐藤    誠（千葉） 副審： 手塚  清孝（山梨）

茨城

主審：

第４試合　１３：３０～Dコート大会１日目ひたちなか市総合運動公園体育館

戦　　　評 　　記入者 ： 追田　康晴

　両チームともハーフコートマンツーマンディフェンスでスタートする。作新のパス回しからのドライブに対して、土浦日大（以下土浦）は速いカバーリングで
インサイドからの攻めを許さず、速攻でオフェンスリズムを作る。一方、作新は、ミドルシュートや３ｐシュートのリバウンドに⑥岡、⑩飯村がうまく反応しオ
フェンスの機会を得るが、プレッシブなディフェンスの前に苦戦を強いられ１８－９で第１Ｐを終了する。
　第２Ｐに入り、作新はディフェンスリバウンドからの速攻で着実に得点を重ね、一時は１点差まで詰め寄った。しかし、土浦は④浜田の３ｐシュート、フォ
ワード陣のミドルシュート、そしてそれに対応したリバウンドで加点し作新の追撃を許さない。作新は、５：３９″にタイムアウト。その後⑤神山の連続３ｐ
シュートなどで追い上げるが、２９－４３の土浦リードで折り返す。
　第３Ｐに入ってから、土浦はディフェンスラインを上げて、ダブルチームからターンオーバーを誘発させ、得点を延ばすことに成功する。作新は、このピリオ
ド前半、ナンバープレイを試みるも、パスミスにより得点に結びつけられず５点に押さえ込まれたばかりか、逆に速攻で加点され引き離されてしまう。たまら
ずタイムアウトを取るが、オフェンスリバウンドからの得意パターンでリズムをつかんだ土浦の勢いを止めるには至らず、６６－４１でピリオド終を了する。
　第４Ｐに入り土浦は、１・２年生を中心としたチーム編成で臨んだが、何度も２４秒オーバータイムに追い込むなど勢いは衰えない。作新は、⑤神山、④大
橋を中心にディフェンスリバウンドからの速攻で得点をしたいが、速い土浦の戻りに充分なオフェンスができず反撃の糸口を見いだせない。結局、終始優
勢に試合を運んだ土浦が９２－５９で作新を下し、２回戦に駒を進めた。
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